
堆積汚泥厚 堆積汚泥厚
１０ｃｍ未満 １０ｃｍ以上

未改善

点検・洗浄

ＤＯ１．０ｍｇ/ℓ未満ＤＯ１．０ｍｇ/ℓ以上

空気配管や
散気管の

(逆洗は設定時間より長い時間)

未改善
ＤＯ回復せず

スライムや 透視度

３０度以上

改善
発生自動逆洗の設定

性能評価型（自動逆洗有） ２次処理槽 透視度改善フロー

２次処理槽内の状況確認

循環水量を１．０ℓ/分以下又は停止

性能評価型（自動逆洗有） ２次処理

風量低下

改善
透視度

剥離汚泥の状況

移送後に処理水槽・沈殿槽の
堆積汚泥厚の再確認

ブロワ風量の測定

ブロワの
整備

生物膜及び

回数・時間 ３０度以上ミズワタの付着

未改善

ばっ気槽透視度１５度未満
正常

散気分配バルブで片方の撹拌弱める
空気分配バルブで調整し撹拌弱める

ばっ気槽透視度１５度以上

手動逆洗実施後、汚泥移送する
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自動逆洗の設定

未改善
３０度未満

例：１．０ℓ/分以下
又は停止する

改善
透視度

３０度以上

循環水量の変更
設定量より減らす

改善 処理水透視度
３０度以上に回復

未改善

回数・時間
移送量を減らす

自動逆洗回数・時間

移送量を増やす

測定時間の目安は３０分

汚泥 ５０％以上
密度が高く濃い

汚泥 ５０％以上 密度が低く薄い
汚泥 ５０％未満 密度が高く濃い

※移送汚泥の状況を確認する （移送開始直後）
移送汚泥を容器に採り沈降性や密度を観察する
例：メスシリンダー（１ℓ）を使用する

３０度以上ミズワタの付着

ない

個別対応

未改善
３０度未満

回数・時間
移送量を減らす

お客様に再度、使用状況の確認

自動逆洗回数・時間・移送量を減らす

又は循環水量を減らす（停止）

未改善
３０度未満

改善 処理水透視度
３０度以上に回復
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